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（資料）　公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会ホームページ
　　　　　　（「東京2020大会に向けたボランティア戦略」の策定について）　より
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「しながわサポーター」について 

１．目的 東京 2020 大会が開催されることにともない、区が主催する大会開催周知

事業等スポーツイベントにおいて協力可能な企業・団体を募集する。 

応募団体を「しながわサポーター」として決定し、各イベント毎に協力を

募る。区をあげて、大会を盛り上げていくことを目的とする。 

２．編成数 １６団体  ※平成29年9月20日現在 

（募集開始 平成28年7月） 

３．活動例 平成29年9月9日（土） 「1000日前フェスタ」 

・ ボランティア派遣  （５団体 39人） 

仕事内容 ・・・ 会場案内 

            クイズラリー対応 

            体験コーナー補助   等 

・ ブース出店 （７団体） 

・ 物品等の提供 （３団体） 

※会場案内 ※体験コーナー補助 

４．その他 ・平成28年度 決算額  136千円 

・平成29年度 予算額  354千円 

・募集ちらしは別添のとおり。 
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「英語少し通じます商店街」プロジェクト

≪目的≫

東京2020オリンピック・パラリンピックに向け、商店街の店主（店員）が流
暢な英会話を習得するのではなく、「少し」の英語に「おもてなし」の気持ち
を込めて、外国人観光客を積極的に受け入れる雰囲気を地域全体で作る。

≪事業開始≫

平成26年度

≪内容≫

外国人英会話講師が観光客役となり、各店舗に出向いて簡単な英会話
フレーズを使用して買い物をする。店員は基本台本を参考に英会話講師
と会話し、会話に詰まった際は日本人講師のサポートを受けながら、自分
の店舗で外国人客の入店から支払い、見送りまでを体験する。

≪予算額・決算額≫

平成28年度決算額 62,800円
平成29年度予算額 83,000円

≪実績≫

実施回数 7回
参加店舗数 53店舖
＊平成29年8月末現在

外国人おもてなし語学ボランティア講座
（東京都連携講座）

≪目的≫

東京2020オリンピック・パラリンピック開催に向け、区民の国際力の向上を
図るとともに、在住外国人および品川区を訪問する外国人に対して日本への
理解を深めてもらう一環として、外国人が安心して滞在できるよう、おもてなし
マインドの育成や声掛けの仕方、道案内等を学び、街中で活動するための語
学ボランティア育成。

≪事業開始≫

平成27年度

≪内容≫

外国人とのコミュニケーションに関する基礎知識や、外国人に対する「おも
てなし」の心を身に付けるため、おもてなしや異文化コミュニケーションについ
て映像やグループワークを通して学ぶ。
上上記内容の「おもてなしコース」と、英会話講座が加わった「セットコース」
があり、修了者には登録証とバッチを配布し、「外国人おもてなし語学ボラン
ティア」として東京都に登録する。
講講座修了後は街中で外国人に積極的に声を掛け、簡単な外国語で道案
内等の手助けをしていただく語学ボランティアとして活動する（具体的な日
時・場所の指定はなく、日常生活の中で自発的な活動を行う。）
＊東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会期間中に競技会場等で活動するボ
ランティアとは異なります。

≪予算額・決算額≫

平成28年度決算額 35,260円
平成29年度予算額 41,000円

≪実績≫

全9回
おもてなしコース 7回
セットコース 2回
講座修了者 463名
＊平成29年9月3日現在
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